
 

 

ゼロカーボンシティ まくべつ 

近年、地球温暖化が起因とみられる気候変動の影響により、世界各地で深

刻な自然災害が毎年のように発生し、私たちが暮らす日本においても、猛暑

や集中豪雨、台風の大型化などにより、その災害も激甚化し経済活動や生活

に大きな影響をもたらしています。 

 

２０１５年フランス・パリで開催された第２１回国連気候変動枠組条約締

約国会議（COP２１）において、新たな法的枠組となる「パリ協定」が採択

され、「世界的な平均気温上昇を産業革命以前に比べて２℃より十分低く保つ

とともに、１.５℃に抑える努力を追求する」などが掲げられ、２０１８年に

公表された国連の気候変動に関する政府間パネル（ＩＰＣＣ）の特別報告書

では、「気温上昇を１.５℃に抑えるためには、２０５０年までに二酸化炭素排

出量を実質ゼロにすることが必要」とされました。 

 

これを受け我が国では、２０２０年１０月内閣総理大臣が「２０５０年ま

でにカーボンニュートラル、脱炭素社会の実現を目指す」ことを宣言、北海

道においては、国に先駆けて２０２０年３月に「２０５０年までにゼロカー

ボン北海道」の実現を目指すことを表明しております。 

 

地球規模の課題である地球温暖化対策は、今を生きる私たちの社会的責務

であり、一人ひとりが強い危機感をもち脱炭素に取り組むことが、未来を担

う次世代に、この自然と調和した豊かで美しい郷土を引き継ぐための使命で

あります。 

ここに、幕別町は、２０５０年までに、あらゆる主体と協働・連携して、二

酸化炭素排出量を実質ゼロとする「ゼロカーボンシティ まくべつ」を目指

し、脱炭素社会の実現に向けて全力で取り組んでいくことを宣言します。 

 

令和６年３月１日 

幕別町長 飯田 晴義 

 

 


